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長
月
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

分
所
長 

髙
木 

敏
彦 

 
先
月
は
、
長
雨
に
猛
暑
と
続
き
ま
だ
ま
だ
残
暑
の

厳
し
い
毎
日
で
す
が
、
皆
さ
ま
方
に
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
先
の

見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
お
土
、
お
松
、
梅
の
活
用
を

は
か
り
各
自
で
油
断
な
く
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

一
一
月
の
碧
南
分
所
秋
季
大
祭
・
慰
霊
祭
は
皆
様

の
参
拝
を
迎
え
て
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま

す
。 

 

神
の
家
建
設
と
の
ご
縁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
浦 

直 
 

現
在
三
河
本
苑
で
は
、
神
の
家
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
神
の
家
新
築
工
事
の
お
話
は
十
数
年

前
よ
り
、
歴
代
本
苑
長
様
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
建
設
場

所
の
候
補
選
び
か
ら
始
ま
り
、
色
々
な
制
約
の
中
、
現
在

の
本
苑
駐
車
場
の
土
地
に
決
定
し
て
始
動
し
始
め
ま
し
た
。

地
元
の
建
設
会
社
に
基
本
設
計
を
お
願
い
し
、
建
設
業
者

二
社
に
見
積
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
設

計
図
を
検
証
し
た
生
田
さ
ん
（
二
級
建
築
士
）
よ
り
、
設
計

図
の
内
容
に
疑
問
が
あ
り
再
検
討
を
要
す
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
よ
り
別
の
業
者
を
探
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
、
本
苑
規
定
の
中
に
重
要
な
物
件
購
入
の
際
に

は
三
か
所
以
上
の
見
積
を
取
る
事
と
い
う
の
が
あ
り
、
鈴

木
啓
誉
さ
ん
（
大
鈴
建
設
）
の
推
薦
で
、
社
寺
仏
閣
建
築
の

専
門
会
社
で
あ
る
亀
山
建
設
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
亀
山
建
設
さ
ん
は
、
私
が
自
営
業
の
鬼
瓦
販
売

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
時
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

オ
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
の
取
引
会
社
で
あ
る
関
市
の

亀
山
建
設
様
の
こ
と
で
し
た
。
オ
ザ
ワ
様
、
亀
山
建
設
様
両

社
共
、IS

O

認
定
も
受
け
て
お
ら
れ
る
信
用
の
出
来
る
会

社
で
あ
り
ま
す
。 

 

三
社
目
の
見
積
を
依
頼
す
る
た
め
、
本
苑
役
員
の
了
解

の
下
、
碧
南
分
所
長
の
髙
木
さ
ん
と
オ
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
社
長
と
の
三
人
で
亀
山
建
設
様
に
相
談
に
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
面
談
に
は
亀
山
社
長
自
ら
ご
対
応
頂
き
、

社
長
は
地
元
の
建
設
会
社
の
図
面
を
見
て
即
座
に
、
「
こ
の

図
面
は
普
通
の
家
の
見
積
で
す
ね
。
も
う
少
し
神
殿
ら
し
い

建
物
に
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
」と
の
ご
提
案
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
請
負
が
決
ま
れ
ば
、
自
社
の
設
計
士

に
改
め
て
設
計
図
を
引
か
せ
、
そ
の
設
計
費
用
も
要
り
ま

せ
ん
と
の
有
難
い
お
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
亀
山

建
設
様
社
長
、
設
計
士
さ
ん
が
三
河
本
苑
に
来
苑
さ
れ
、

本
苑
責
任
役
員
と
の
面
談
と
現
場
の
視
察
を
さ
れ
て
行
か

れ
ま
し
た
。 

 

上
棟
祭
の
折
の
亀
山
建
設
社
長
さ
ま
の
ご
祝
辞
の
中
で

「
私
共
が
こ
の
神
の
家
新
築
工
事
の
ご
指
名
を
頂
い
た
折
に

誠
に
生
意
気
な
か
つ
僭
越
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
工
事
が
始
ま
っ
て
初
め
て
来
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ご
提
案
は
間
違
い
で
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本

建
築
と
い
う
の
は
、
長
い
歴
史
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
て
色
々

な
技
術
で
有
っ
た
り
、
美
し
さ
と
い
う
も
の
が
織
り
込
ま
れ

た
建
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
屋
根
の
形
と
い
う
の
は
。

建
物
の
宗
教
性
、
そ
し
て
正
本
性
と
い
う
も
の
を
一
番
大

き
く
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」と
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
に
、
五
〇
年
近
く
鬼
瓦
製
造

販
売
と
い
う
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
来
て
三
年
前
に
廃
業

致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
事
の
繋
が
り
が
三
河
本
苑
神
の
家

新
築
工
事
へ
と
繋
が
っ
て
来
た
事
は
感
謝
で
一
杯
で
す
。
来

年
八
月
に
は
新
し
い
本
苑
が
出
来
上
が
り
ま
す
が
、
中
に

入
る
三
河
本
苑
信
徒
の
真
価
も
問
わ
れ
て
来
ま
す
。
色
々

な
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
は
成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
の
で
、

信
徒
全
員
で
和
合
し
新
し
い
本
苑
作
り
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

主
な
行
事
予
定 

 

九
月
一
一
日
（土
）午
後
七
時
よ
り 

 

全
国
一
斉
平
和
祈
願
祝
詞
奏
上 

九
月
一
二
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
二
班 

九
月
一
九
日
（日
） 

午
前
十
時
よ
り 

三
河
本
苑
月
次
祭
・全
体
会
議 

九
月
二
三
日
（木
） 

三
代
教
主
様
毎
年
祭
（三
一
年
） 

九
月
二
六
日
（日
） 

午
前
十
時
よ
り 

宣
伝
使
に
な
る
た
め
の
研
修
会 

本
苑
に
て 

一
〇
月
一
〇
日
（日
） 

午
後
一
時
半
よ
り 

碧
南
分
所
月
次
祭 

担
当
第
三
班 

一
〇
月
一
七
日
（日
） 

午
前
一
〇
時
よ
り 

三
河
本
苑
秋
季
大
祭
・祖
霊
慰
霊
大
祭 

冠
沓
句
募
集 

冠
句 

「
現
界
の
」
「
清
ら
か
な
」
「
現
（
表
）
れ

た
」 沓

句 

「驚
い
た
」  

 

締
め
切
り 

九
月
一
九
日 

本
苑
月
次
祭 

一
〇
月
一
八
日
（月
） 

午
後
七
時
よ
り 

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会 

 九
月
の
誕
生
者 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

市
古
美
弥
子 

９
月
４
日 

岡
本 

勝 

９
月
４
日 

杉
浦 

陽
子 

９
月
９
日 

 

堀
江 

あ
ゆ
み 

９
月
９
日 

奥
谷
久
美
子 

９
月
１
０
日 

三
浦
幹
太
郎 

９
月
１
０
日 

鈴
木 

さ
や
か 

９
月
１
８
日 

高
橋 

英
彦
９
月
１
９
日 

萩
原 

芳
美 

９
月
２
０
日 

角
谷 

満
代 

９
月
２
４
日 

三
浦 

晃
子 

９
月
２
８
日 

 

蒲
生 

和
高
９
月
３
０
日 


